
 

 
 

 機械との競争      ロボット 
 

 

（9 月のごあいさつ） 
 
 

平成 26 年 9 月 1 日（月） 
 
9 月の声を聞くと蝉の鳴き声は少なくなり、赤トンボの数が増えてきました。 
 
人間と機械の競争の歴史上で最も明確な転換点は、ロボットの発明と実用ではないだろ

うか。進化したロボット、人間労働に代替する無人システムの脅威的技術、人間を超える正

確性は機械の優位性を表す。まして、組織や社会内でそれらの諸機能を見るとき、人は、そ

れに感心することを超えて、その機械的正確性が、人間の能力や感情を超えることに恐怖を

感じるのではなかろうか。 
 
人は手だけを雇うことはできないと言う。労働者にせよ、技術者にせよ、彼を雇用する

時には、必要な作業や技術の部分に付随して、人としての人間を雇用することになる。それ

故に機械を超えた能力を有していた人間は、産業革命から今まで常に機械に打ち克って来た。

オートメ化された工場のフロアには、働いている人は一人も見当たらなくなるかもしれない。

しかし見えないところでは、設備や製品や工程を設計し、管理し、評価測定する多くの人た

ちがいる。しかし、その人と機械の競争が逆転しつつあるのではないか。 
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ロボット特有の、いつでも命令に従い、人間をはるかに超える能力と恐れを覚えない無

感情と正確性は人間にとって脅威である。人間の感情や理性を超えるということは、例えば、

3K といわれる、キツイ、キタナイ、キケンな仕事でも何の抵抗もなくこなせるということ

になる。その先を考えると、人間を超えて拡大する働きの様子は微分方程式で画くグラフの

ように変化するのではないか。 
 
明らかにある一点から、指数的にロボットが普及しだし、タイムラグをおきながら人間

労働が縮減するのではないかと感じられる。特に、ロボットや無人システムを戦闘に使った

マレーシア機撃墜のミサイルもこのように無機質なロボットであったのではなかろうか。と

は言っても、この無感情、無機質で凶暴とも言えるロボットを動かし、利用するのも人間で

ある。人には、調整し、統合し、判断し、想像する力がある、機械との競争を社会にプラス

であるものにする必要がある。 


